
　田中先生、ご紹介ありがとうございます。

　東大の岡崎と申します。よろしくお願い

します。

　先ほど田中先生からご紹介いただいたよ

うに、厚労省のAMEDの研究班で、輸血有害事

象の予防と治療のガイドラインということ

で、evidence-basedなガイドラインの作成に

当たりましたので、そちらを中心に今日は

お話をさせていただきたいと思います。













　詳しくは述べませんけれども、論文投稿

中で今reviseが掛かっておりますので、

2～3カ月後にはおそらく学会のホームペ

ージ上でも皆さん目にすることができる

と思うので、こちらは少し、詳しいところ

は時間の関係もありましてはしょります。

　基本的にアナフィラキシーの治療とし

てはどのようなものがいいか。アドレナリ

ンの筋注が推奨されるということで、この1のCというのは非常に推奨度としては変な推奨な

んですけども。強く推奨するのが1、それで、弱く推奨するのが2なんですけども、A、B、C、D
















